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人工衛星の見え方シミュレーション

周期が 1日で地球の自転と同じ向きに公転している人工衛星について、日本で南を向い
て観測した場合に、衛星が空に描く軌跡の形と動きを問う問題が、2014 年 7 月 13 日(日)
に実施された物理チャレンジ 2014 の第 1 チャレンジに出題されました。そこでこの問
題をコンピュータでシミュレーションしてみました。

仮に円軌道とします。この場合、静止衛星の軌道を傾けたのと同じ軌道になります。衛

星の軌道を地球に投影した点の速度は赤道上の地表の速度に等しくなります。

地球の自転による地表の速度は緯度が高くなるほど遅くなります。また、地表の速度と

衛星の軌道を地球に投影した点の速度のなす角度も地球上の緯度、経度によって異なりま

す。そこでこの角度を球面三角法を使って求め、相対速度を計算し地表から見た衛星の動

きをシミュレーションしてみました。プログラムの中の離心率をわずかに増減させると軌

道の形が大きく変化します。

実際には楕円軌道であるので速度は時間とともに変化します。

下の URLを参考にしました。
http://www.geckoseyes.com/2010/10/29/qzs_orbit/
http://hooktail.sub.jp/vectoranalysis/SphereTriangle/
http://www.jpho.jp/2014/2014-1st-chall-theory-problems.pdf

http://www.geckoseyes.com/2010/10/29/qzs_orbit/
http://hooktail.sub.jp/vectoranalysis/SphereTriangle/
http://www.jpho.jp/2014/2014-1st-chall-theory-problems.pdf
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物理チャレンジ 2014 第 1チャレンジ 2014年 7月 13日(日)に実施された問題


